
ねらい

消化管、肝臓、胆道、膵臓等の消化器組織の解剖と生理を理解することを目標とする。

消化器疾患の病態整理を理解して、診断と治療法を選択することを目標とする。

学修目標

１． 消化管や肝胆膵などの消化器臓器の解剖と生理を説明できる。（Ⅱ-1，Ⅱ-5）

２． 消化器疾患の病態生理を理解できる。（Ⅱ-5）

３． 消化器疾患の診断法を説明できる。（Ⅱ-6）

４． 消化器疾患の治療を説明できる。（Ⅱ-6）

事前事後学習の方法

１． 予習として教科書をよく読み、疑問点を挙げておくこと。

２． 復習として配布された講義資料を理解すること。

成績評価方法・基準

科目試験の結果を基に、出席状況を加味し総合的に判断する。

○ 教　科　書

矢崎義雄編　「内科学」第12版　2022年 朝倉書店

○ 参　考　書

福井次矢、黒川清 監修「ハリソン内科学」第5版〈全2巻〉　2017年 メディカル・サイエンス・インターナショナル

講義：２４０１講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R8.9.29 火 5・6 消化管・腹膜の解剖と画像 PS 02 08 01 渡邊　龍之

10.6 火 5・6 胆膵の内視鏡 PS 02 08 03,04 大江　晋司

10.13 火 5・6 消化管X線診断学・内視鏡診断学　 PS
02
03

08
04

01,03,05
05,14

久米井　伸介

10.23 金 7・8 胃炎、消化性潰瘍 PS 02 08 05 渡邊　龍之

10.27 火 5・6 胃の生理、胃液分泌 PS 02 08 01 渡邊　龍之

11.6 金 5・6 急性膵炎 PS 02 08 05 大江　晋司

11.10 火 5・6 肝の解剖・画像・生理・機能検査 PS 02 08 01 原田　　大

11.13 金 5・6 胆・膵の解剖・画像・生理・機能検査 PS 02 08 01 篠原　暢彦

11.17 火 5・6 ウイルス性肝炎 PS 02 08 05 本間　雄一

11.24 火 5・6 肝細胞癌 PS 03 04 14 柴田　道彦

11.27 金 5・6 慢性膵炎 PS 02 08 05 宮川　恒一郎

12.4 金 5・6 肝障害（アルコール性、薬物性） PS 02 08 01-05 荻野　学芳

12.8 火 5・6 科目試験（消化管） 試験担当

第３内科学総論
【Gastroenterology】

担当責任者　教授（第3内科学）　原田　大　

年月日 曜日 時限 授　 　業　 　項　 　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者

12.11 金 5・6 科目試験（肝胆膵） 試験担当

ねねららいい  

呼吸器系は常に外界と接し、環境や職業、生活習慣の影響を受けやすい臓器である。

１． 呼吸器系の解剖と生理、防御機能を正しく理解し、疾病の発生機序を学ぶ。

２． 呼吸器疾患の特徴と病態を理解し、診断法を身につける。

３． 呼吸器疾患の特徴に応じた治療と予防の体系を習得する。

４． 呼吸不全の原因と病態を理解し、呼吸管理について学ぶ。

学学修修目目標標

１． 基本的な診察法が実施できる。（Ⅳ-1，Ⅳ-2，Ⅳ-3，Ⅵ-1，Ⅵ-2）

２． 主要な呼吸器疾患の病因、病態、生理、鑑別すべき疾患を挙げることができる。（Ⅱ-1，Ⅱ-5，Ⅱ-6，Ⅱ-7）

３． 主要な検査法の原理、方法、適応を理解し、所見の解釈ができる。（Ⅱ-1，Ⅱ-5，Ⅱ-6）

４． 主要な呼吸器疾患の予防と治療法の基本について説明できる。（Ⅱ-6，Ⅲ-1）

事事前前事事後後学学習習のの方方法法

１． シラバスに記載されている授業項目について、下記の教科書、参考書などで事前に予習しておくこと。

２． 配布された講義資料を熟読して講義内容の復習をすること。

成成績績評評価価方方法法・・基基準準

１． 理解度チェックのための小テスト・復習テスト(約8割)、受講態度・参加状況（約2割）の結果を基に総合的に判断する。

２．  100点満点換算で、A、B、C、D、Fの5段階評価とする。

○ 教教　　科科　　書書

矢崎義男、他編　「内科学」　第12版　2022年　朝倉書店

南学正臣、他編　「内科学書」　第9版　2019年　中山書店

○ 参参　　考考　　書書

河野茂、他編　レジデントのための呼吸器診療マニュアル 第2版　2014年　医学書院

担当責任者　 教授 （呼吸器内科学）　矢寺　和博

呼呼吸吸器器内内科科学学総総論論
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